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本寄書は、長遠化ＡＤＳＬ方式のスペクトル適合性確認に対する現行の評価モデルの妥当性、あ

るいは新たな適合性評価モデルを検討する場合の参考として提出する。 

 

以下は、ＮＴＴの設計標準による加入者線路の設計例である。 

この設計例で明らかように、芯線径０．４ｍｍケーブルで配線可能な距離は３．２ｋｍ以下であ

り、電話局から３．２ｋｍ以上離れたユーザの電話回線のユーザ側区間は、芯線径０．５ｍｍ、

０．６５ｍｍ、０．９ｍｍのケーブルが使用される。 

 

1. ケーブル芯線径と許容線路長 

許容線路損失は７ｄＢ（１．５ｋＨｚにおいて）であり、その許容線路長は下記のとおりで

ある。 

 

０．４ｍｍケーブル  ３．１８ｋｍ 

０．６５ｍｍケーブル ５．２６ｋｍ 

０．９ｍｍケーブル  ７．５２ｋｍ 

０．３２ｍｍケーブル ２．５０ｋｍ 

(注)局から最長１ｋｍとする。 

０．５ｍｍケーブル  ４．００ｋｍ 

(注)１９８９年以降は新規には使用しない。 

 

2. ２種類の芯線径ケーブルを使用する場合と線路長 

異なる芯線径のケーブルを組み合わせて使用する場合は、芯線径の近い２種類が使用される。

すなわち、 

０．３２ｍｍと０．４ｍｍ、０．４ｍｍと０．６５ｍｍ、０．４ｍｍと０．５ｍｍ（１９８

９以前）、０．６５ｍｍと０．９ｍｍである。 

太い芯線径のケーブルがユーザに近い区間に使用される。 

 

図１は、線路損失が７ｄＢ（１．５ｋＨｚにおいて）の電話回線の総ケーブル長とユーザに

近い区間（太い芯線径）のケーブル長の関係（細い芯線経を最長とした場合）を示すグラフ

である。 

実際は、最遠加入者までの距離と引き上げ点（き線点）までの距離との関係で、ケーブルル

ート毎に先ず局側のケーブル長（細い芯線経のケーブル長）が決まる。従って、最遠加入者

以外の伝送損失は７ｄＢ以下となる。 
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図１ 電話回線の総ケーブル長とユーザに近い区間（太い芯線径）のケーブル長の関係 

      （細い芯線経を最長とした場合） 
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